
参考資料４ 

    

国語審議会及び文化審議会国語分科会における国語施策に関する主な答申・報告等  

                               ※平成 13年 1月 6 日設置 

 

 

  １．漢   字  

   昭和 21.11 当用漢字表（答申）                 <昭和 21.11 内閣告示> 

     22. 9  当用漢字音訓表（答申）             <昭和 23. 2 内閣告示> 

         当用漢字別表（答申）               <昭和 23. 2 内閣告示> 

          23. 6  当用漢字字体表（答申）             <昭和 24. 4 内閣告示> 

     26. 5 人名漢字について（建議）           <昭和 26. 5 内閣告示> 

     47. 6 当用漢字改定音訓表（答申）         <昭和 48. 6 内閣告示> 

     56. 3 常用漢字表（答申）                 <昭和 56.10 内閣告示> 

   平成 12.12 表外漢字字体表（答申） 

          22. 6  改定常用漢字表（答申）           <平成 22.11 内閣告示> 

      26. 2 「異字同訓」の漢字の使い分け例（報告） 

      28. 2 常用漢字表の字体・字形に関する指針（報告） 

     30.11 「障害」の表記に関するこれまでの考え方（国語分科会確認事項） 

   令和 3. 3 「障害」の表記に関する国語分科会の考え方 
 
 

   ２．仮 名 遣 い   

   昭和 21. 9 現代かなづかい（答申）           <昭和 21.11 内閣告示> 

     61. 3 改定現代仮名遣い（答申）          <昭和 61. 7 内閣告示> 
 
 

   ３．送り仮名の付け方  

   昭和 33.11 「送りがなのつけ方」について(建議) <昭和 34. 7 内閣告示> 

     47. 6 改定送り仮名の付け方（答申）    <昭和 48. 6 内閣告示> 
 
 

   ４．外来語の表記  

   昭和 29. 3 外来語の表記について（術語・表記部会報告） 

   平成 3. 2 外来語の表記（答申）               <平成 3. 6 内閣告示> 
 
 

   ５．敬   語  

   昭和 27. 4 これからの敬語（建議） 

   平成 12.12 現代社会における敬意表現（答申） 

        19. 2  敬語の指針（答申） 
 

 国語分科会（R4.5.10） 

※ 



 
 

   ６．公  用  文  

昭和 26.10 公用文作成の要領（建議） <昭和 27.4 内閣官房長官依命通知> 

   令和 3. 3  新しい「公用文作成の要領」に向けて（報告） 

   令和 4. 1  公用文作成の考え方（建議）  <令和 4.1 内閣官房長官通知> 
 
 

   ７．国 語 一 般  

昭和 29. 3 標準語のために（標準語部会報告） 

     31. 7 話しことばの改善について（建議） 

         正書法について（報告） 

     47. 6 国語の教育の振興について（建議） 

   平成 5. 6 現代の国語をめぐる諸問題について（報告） 

     12.12 国際社会に対応する日本語の在り方（答申） 

          16. 2 これからの時代に求められる国語力について（答申） 

         17. 2 国語分科会で今後取り組むべき課題について（報告） 

          25. 2 国語分科会で今後取り組むべき課題について（報告） 

          30. 3 分かり合うための言語コミュニケーション（報告） 

 


